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令
和
三
年
四
月
よ
り
奈
良
県
神
道
青
年
会
会
長
と

し
て
の
任
期
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
残
す
と
こ
ろ
日

数
は
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
に
続
き
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り

ま
し
た
が
、
県
内
の
活
動
を
参
会
し
て
行
う
方
向
で

話
し
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
毎
月
の
会
議
も
W
E
B

が
中
心
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
会
し
て
の
会
議
も

再
開
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
中
で
昨
年

度
よ
り
話
し
合
い
を
進
め
て
き
た
宮
崎
県
神
道
青
年

会
と
の
姉
妹
神
青
締
結
十
周
年
記
念
事
業
に
は
持

田
・
串
間
両
先
輩
を
は
じ
め
、
両
県
の
役
員
会
員
が

参
加
し
、
皆
様
ご
協
力
の
も
と
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
通
し
て
多
く
の
会
員
に
宮
崎
県
と
の

姉
妹
神
青
締
結
に
至
る
ま
で
の
当
時
の
先
輩
の
想
い

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
年
ぶ
り
に
南
都
聖
和
会
と
の
交
流
事
業

も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
見

送
っ
て
い
た
事
業
も
徐
々
に
再
開
へ
動
き
出
す
こ
と

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
何
れ
の
事
業
も
開
催
に
つ

い
て
皆
が
、
そ
の
時
そ
の
時
の
現
状
を
理
解
し
、
開

催
方
法
を
模
索
し
話
し
合
っ
た
時
間
は
今
後
の
青
年

会
活
動
に
も
生
か
さ
れ
て
ゆ
く
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
五
年
一
月
に
は
臨
時
総
会
を
開
催
し
、

次
期
の
会
長
並
び
に
監
事
が
決
ま
り
、
五
月
開
催
予

定
の
総
会
に
て
役
員
改
選
と
な
り
新
体
制
へ
と
移
行

し
ま
す
。
ま
た
、
令
和
六
年
は
当
会
の
創
立
六
十
周

年
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

次
期
を
担
う
皆
様
に
は
今
後
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱

却
が
加
速
し
て
ゆ
く
と
思
い
ま
す
が
、
お
互
い
の
状

況
を
共
有
し
、
話
合
い
を
重
ね
て
今
後
も
一
人
で
も

多
く
の
会
員
が
一
つ
で
も
多
く
の
事
業
に
参
加
し
、

青
年
会
活
動
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
ま
た
当
会
と
の
関
り
深
い
宮
崎
県
神
道
青
年
会
、

南
都
聖
和
会
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
と
今
後
も
よ
り

良
い
事
業
が
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
達
が
青
年
会
活
動
を
行

う
に
は
各
奉
務
神
社
の
ご
理
解
、
先
輩
方
の
ご
協
力

が
な
け
れ
ば
成
り
立
っ
て
ゆ
き
ま
せ
ん
。
皆
様
方
に

は
今
後
も
奈
良
県
神
道
青
年
会
へ
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

高
山
の
　
か
げ
を
う
つ
し
て

　
　
ゆ
く
水
の 

低
き
に
つ
く
を

　
　
　
　
　
　
　
心
と
も
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
憲
皇
太
后
御
歌

会 

長 

挨 

拶

権
禰
宜
　
久
保
田 

昌
伯

大 

神 

神 

社
　

令和四年度臨時総会
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（自 令和４年4月1日　至 令和５年3月31日）奈良県神道青年会 活動報告及び計画
月 内　　容 場　　所日

橿原神宮
田楽畝傍店
奈良県護国神社
ＷＥＢ会議
何生館・ＷＥＢ会議
石上神宮
奈良県神社庁
神社本庁
新宿
神社本庁・ＷＥＢ会議
石垣空港会議室
波照間島
各奉務神社
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
宮崎県
京都府神社庁
鴻ノ巣運動公園
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
京都府
京都ブライトンホテル
京都ブライトンホテル
奈良県神社庁
波上宮、沖縄県護国神社
沖縄県
ＷＥＢ会議
橿原神宮
石上神宮
隠岐文化会館

12日
同日
15日
同日
19日
20日
22日
25日
同日
26日
10日
11日
15日
同日
16日
20日
23日
26日
27日
9日
11日

13・14日
16日
同日
24日

27・28日
28日
6日
8日
12日
13日

4月

5月

6月

7月

神道青年近畿地区連絡協議会　会計監査
神道青年近畿地区連絡協議会　会計監査懇親会
奈良県護国神社春季大祭　助勤奉仕
令和3・4年度　第12回理事役員会
神道青年近畿地区連絡協議会　第11回事業委員会
奈良県神道青年会　会計監査
令和4年度　定例総会
神道青年全国協議会　第11回役員会
神道青年全国協議会　渉外委員会
神道青年全国協議会　第73回定例総会
神道青年全国協議会　第12回役員会
沖縄本土復帰50周年奉告祭
沖縄本土復帰50周年記念日国土平安祈願祭
令和3・4年度　第13回理事役員会
神道青年近畿地区連絡協議会　第12回事業委員会
神道青年全国協議会主催「デジタル社会における神社の在り方」を学ぶウェブ研修会
姉妹神青交流事業「締結10周年記念対談」　※延期
神道青年近畿地区連絡協議会　第五回役員会
神道青年近畿地区連絡協議会　野球大会
神道青年近畿地区連絡協議会　第13回事業委員会
令和3・4年度　第14回理事役員会
神道青年全国協議会全日本仏教青年会合同事業
神道青年近畿地区連絡協議会　第6回役員会
神道青年近畿地区連絡協議会　令和4年度定例総会並研修会
神宮大麻頒布推進委員会
神道青年全国協議会　沖縄戦全戦没者慰霊祭打合せ
神道青年全国協議会渉外委員会
神道青年近畿地区連絡協議会　第14回事業委員会
神道青年近畿地区連絡協議会　世界平和祈願祭斎行
石上神宮　禊場清掃奉仕　
神道青年全国協議会第14回役員会

隠岐文化会館
水若酢神社、隠岐の嶋
ＷＥＢ会議
石上神宮
大阪府　露天神社
春日大社
奈良県護国神社
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
湊川神社
奈良県護国神社
生國魂神社
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議・宮崎県
宮崎県
奈良県神社庁
ＷＥＢ会議
橿原神宮
全国戦没学徒記念
　「若人の広場公園」
奈良県護国神社
沖縄県護国神社
唐招提寺
橿原神宮
杯杯天山閣
なら歴史芸術文化村
神社本庁・ＷＥＢ会議
石上神宮
ホテルグランヴィア和歌山
帝国ホテル大阪
ＷＥＢ会議
石上神宮
橿原神宮
御堂筋
ＷＥＢ会議
奈良県立椿井小学校
天繁
個室居酒屋くいもの屋わん
　大和八木店
ホテル日航大阪
ホテル日航大阪
大阪万博記念公園
徳島グランヴィリオホテル
奈良県神社庁
東急グランドオークゴルフクラブ
橿原神宮会館
橿原神宮
トラウム

同日
14日
21日
25日
26日
30日
15日
23日
24日

30・31日
2日
5日
12日
16日
同日
18日
20日
21日
27日
13日
18日
21日

22日
27日
31日
9日
同日
同日
17日
25日
28日
5日
16日
20日
23日
27日
同日
13日
21日
25日

27日
同日
28日
8・9日
14日
16日
17日
19日
30日

8月

9月

10月

11月

12月
1月

2月

3月

神道青年全国協議会渉外員会
神道青年全国協議会勉強会　竹島之碑現状視察及清掃奉仕
令和3・4年度　第15回理事役員会
禊・鎮魂錬成研修会　
神道青年近畿地区連絡協議会　第1回役員会
神話紙芝居団「かたりべまほろば」公演　※中止
奈良県出身戦没者追悼式　助勤奉仕・参列　
神道青年近畿地区連絡協議会　勉強会「心の源泉を求めて～神道のこころ～」
令和3・4年度　第16回理事役員会
神道青年全国協議会　令和4年度夏期セミナー
神道青年全国協議会　ＷＥＢ研修会「神職のための神宮研修会」
神道青年近畿地区連絡協議会　第2回役員会並びに第1回連絡会
兵庫県神道青年会　再建55周年記念式典
奈良県護国神社清掃奉仕
神道青年近畿地区連絡協議会　第16回事業委員会
令和3・4年度　第17回理事役員会
姉妹神青交流事業　「姉妹神青締結10周年記念事業～10年の足跡　次世代への道標～」
姉妹神青交流事業
奈良県神社庁神宮大麻頒布推進委員会出席
神道青年近畿地区連絡協議会　第17回事業委員会
令和3・4年度　第18回理事役員会
第28回全國戰歿學徒追悼祭奉仕・参列

奈良県護国神社秋季大祭助勤奉仕
神道青年全国協議会　沖縄本土復帰50周年記念事業沖縄戦全戦歿者慰霊祭　奉仕・参列
南都聖和会との親睦交流会（唐招提寺御影堂拝観研修）
奈良県神社関係者大会助勢
神道青年近畿地区連絡協議会　第18回事業委員会
大麻頒布推進委員会
神道青年全国協議会　令和4年度臨時総会
令和3・4年度　第19回理事役員会
第34回近畿神社庁連合総会
神道青年近畿地区連絡協議会　令和4年度臨時総会並第2回連絡会
令和3・4年度　第20回理事役員会
大寒禊
令和4年度臨時総会
国旗掲揚推進1・27御堂筋パレード
神道青年近畿地区連絡協議会　第19回事業委員会
神話紙芝居団「かたりべまほろば」公演
神道青年近畿地区連絡協議会　第20回事業委員会
令和3・4年度　第21回理事役員会（新旧）

神道青年近畿地区連絡協議会　第4回役員会
神道青年近畿地区連絡協議会　第3回連絡会
神道青年近畿地区連絡協議会　地区研修会
神道青年全国協議会　令和4年度中央研修会
大麻頒布推進委員会
神道青年近畿地区連絡協議会　親睦ゴルフコンペ
神職氏子合同研修会助勢
令和3・4年度　第22回理事役員会
神道青年近畿地区連絡協議会　第21回事業委員会

　

去
る
令
和
四
年
四
月
二
十
二
日
に
奈
良
県
神
社
庁

に
て
会
員
十
八
名
出
席
の
も
と
令
和
四
年
度
定
例
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
議
長
に
伊
藤
理
事
が
選
出
さ
れ
、
令
和

三
年
度
活
動
報
告
と
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
が

行
わ
れ
承
認
を
受
け
た
。
そ
し
て
樋
口
事
務
局
長
よ

り
令
和
四
年
度
活
動
計
画
案
、
大
森
会
計
よ
り
令
和

四
年
度
予
算
計
画
案
が
提
出
さ
れ
、
異
議
な
く
承
認

を
受
け
、
定
例
総
会
を
恙
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。

青 垣令和５年３月２５日 （２）第59号

令
和
四
年
度  

定
例
総
会
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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橿原神宮
田楽畝傍店
奈良県護国神社
ＷＥＢ会議
何生館・ＷＥＢ会議
石上神宮
奈良県神社庁
神社本庁
新宿
神社本庁・ＷＥＢ会議
石垣空港会議室
波照間島
各奉務神社
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
宮崎県
京都府神社庁
鴻ノ巣運動公園
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
京都府
京都ブライトンホテル
京都ブライトンホテル
奈良県神社庁
波上宮、沖縄県護国神社
沖縄県
ＷＥＢ会議
橿原神宮
石上神宮
隠岐文化会館

12日
同日
15日
同日
19日
20日
22日
25日
同日
26日
10日
11日
15日
同日
16日
20日
23日
26日
27日
9日
11日

13・14日
16日
同日
24日

27・28日
28日
6日
8日
12日
13日

4月

5月

6月

7月

神道青年近畿地区連絡協議会　会計監査
神道青年近畿地区連絡協議会　会計監査懇親会
奈良県護国神社春季大祭　助勤奉仕
令和3・4年度　第12回理事役員会
神道青年近畿地区連絡協議会　第11回事業委員会
奈良県神道青年会　会計監査
令和4年度　定例総会
神道青年全国協議会　第11回役員会
神道青年全国協議会　渉外委員会
神道青年全国協議会　第73回定例総会
神道青年全国協議会　第12回役員会
沖縄本土復帰50周年奉告祭
沖縄本土復帰50周年記念日国土平安祈願祭
令和3・4年度　第13回理事役員会
神道青年近畿地区連絡協議会　第12回事業委員会
神道青年全国協議会主催「デジタル社会における神社の在り方」を学ぶウェブ研修会
姉妹神青交流事業「締結10周年記念対談」　※延期
神道青年近畿地区連絡協議会　第五回役員会
神道青年近畿地区連絡協議会　野球大会
神道青年近畿地区連絡協議会　第13回事業委員会
令和3・4年度　第14回理事役員会
神道青年全国協議会全日本仏教青年会合同事業
神道青年近畿地区連絡協議会　第6回役員会
神道青年近畿地区連絡協議会　令和4年度定例総会並研修会
神宮大麻頒布推進委員会
神道青年全国協議会　沖縄戦全戦没者慰霊祭打合せ
神道青年全国協議会渉外委員会
神道青年近畿地区連絡協議会　第14回事業委員会
神道青年近畿地区連絡協議会　世界平和祈願祭斎行
石上神宮　禊場清掃奉仕　
神道青年全国協議会第14回役員会

隠岐文化会館
水若酢神社、隠岐の嶋
ＷＥＢ会議
石上神宮
大阪府　露天神社
春日大社
奈良県護国神社
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議
湊川神社
奈良県護国神社
生國魂神社
ＷＥＢ会議
ＷＥＢ会議・宮崎県
宮崎県
奈良県神社庁
ＷＥＢ会議
橿原神宮
全国戦没学徒記念
　「若人の広場公園」
奈良県護国神社
沖縄県護国神社
唐招提寺
橿原神宮
杯杯天山閣
なら歴史芸術文化村
神社本庁・ＷＥＢ会議
石上神宮
ホテルグランヴィア和歌山
帝国ホテル大阪
ＷＥＢ会議
石上神宮
橿原神宮
御堂筋
ＷＥＢ会議
奈良県立椿井小学校
天繁
個室居酒屋くいもの屋わん
　大和八木店
ホテル日航大阪
ホテル日航大阪
大阪万博記念公園
徳島グランヴィリオホテル
奈良県神社庁
東急グランドオークゴルフクラブ
橿原神宮会館
橿原神宮
トラウム

同日
14日
21日
25日
26日
30日
15日
23日
24日

30・31日
2日
5日
12日
16日
同日
18日
20日
21日
27日
13日
18日
21日

22日
27日
31日
9日
同日
同日
17日
25日
28日
5日
16日
20日
23日
27日
同日
13日
21日
25日

27日
同日
28日
8・9日
14日
16日
17日
19日
30日

8月

9月

10月

11月

12月
1月

2月

3月

神道青年全国協議会渉外員会
神道青年全国協議会勉強会　竹島之碑現状視察及清掃奉仕
令和3・4年度　第15回理事役員会
禊・鎮魂錬成研修会　
神道青年近畿地区連絡協議会　第1回役員会
神話紙芝居団「かたりべまほろば」公演　※中止
奈良県出身戦没者追悼式　助勤奉仕・参列　
神道青年近畿地区連絡協議会　勉強会「心の源泉を求めて～神道のこころ～」
令和3・4年度　第16回理事役員会
神道青年全国協議会　令和4年度夏期セミナー
神道青年全国協議会　ＷＥＢ研修会「神職のための神宮研修会」
神道青年近畿地区連絡協議会　第2回役員会並びに第1回連絡会
兵庫県神道青年会　再建55周年記念式典
奈良県護国神社清掃奉仕
神道青年近畿地区連絡協議会　第16回事業委員会
令和3・4年度　第17回理事役員会
姉妹神青交流事業　「姉妹神青締結10周年記念事業～10年の足跡　次世代への道標～」
姉妹神青交流事業
奈良県神社庁神宮大麻頒布推進委員会出席
神道青年近畿地区連絡協議会　第17回事業委員会
令和3・4年度　第18回理事役員会
第28回全國戰歿學徒追悼祭奉仕・参列

奈良県護国神社秋季大祭助勤奉仕
神道青年全国協議会　沖縄本土復帰50周年記念事業沖縄戦全戦歿者慰霊祭　奉仕・参列
南都聖和会との親睦交流会（唐招提寺御影堂拝観研修）
奈良県神社関係者大会助勢
神道青年近畿地区連絡協議会　第18回事業委員会
大麻頒布推進委員会
神道青年全国協議会　令和4年度臨時総会
令和3・4年度　第19回理事役員会
第34回近畿神社庁連合総会
神道青年近畿地区連絡協議会　令和4年度臨時総会並第2回連絡会
令和3・4年度　第20回理事役員会
大寒禊
令和4年度臨時総会
国旗掲揚推進1・27御堂筋パレード
神道青年近畿地区連絡協議会　第19回事業委員会
神話紙芝居団「かたりべまほろば」公演
神道青年近畿地区連絡協議会　第20回事業委員会
令和3・4年度　第21回理事役員会（新旧）

神道青年近畿地区連絡協議会　第4回役員会
神道青年近畿地区連絡協議会　第3回連絡会
神道青年近畿地区連絡協議会　地区研修会
神道青年全国協議会　令和4年度中央研修会
大麻頒布推進委員会
神道青年近畿地区連絡協議会　親睦ゴルフコンペ
神職氏子合同研修会助勢
令和3・4年度　第22回理事役員会
神道青年近畿地区連絡協議会　第21回事業委員会
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（歳入合計）　 2,149,134円－（歳出合計）　972,795円＝1,176,339円（次年度へ繰越）

奈良県神道青年会　令和３年度特別会計決算書
収入の部

科　  目 決算額 決算額備　考 備　考
前年度繰越金
事 業 収 入
雑 収 入
合 計

大和茶事業品調製費
振 込 手 数 料

科　  目

合　   計

支出の部

（収入合計）4,730,330円－（支出合計）101,528円＝4,628,802円（次年度へ繰越）

（自令和3年4月1日　至令和4年3月31日）単位：円

奈良県神道青年会　令和３年度一般会計決算書
　　（自令和3年4月1日　至令和4年3月31日）歳入の部

科　  目
単位：円

歳出の部
科　  目

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

4,613,292
117,000

38
4,730,330

令和2年度より

預金利息

101,088
440

101,528

予算額 決算額 比較増減 備　　　考

予算額 決算額 比較増減 備　　　考
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300,000

580,000

166,000
16,877

1,087,123
2,150,000

315,000

580,000

167,000
11

1,087,123
2,149,134

 15,000

 0

 1,000
△ 16,866

0
△ 866

会員年会費　1名5,000円　賛助会員年会費1名5,000円
神社庁　　　　　　　　　　　　150,000円
春日大社　　　　　　　　　　　100,000円
大神神社　　　　　　　　　　　100,000円
橿原神宮　　　　　　　　　　　100,000円
葛木坐火雷神社　　　　　　　　100,000円
神社庁支部   　　　　　　　　　 10,000円
鎮守の杜頒布
預金利息等

年 会 費

助 成 金

事 業 収 入
雑 収 入
前 年 度 繰 越
歳 入 合 計

30,000
25,000
60,000
600,000

210,500

60,000
650,000
75,000
34,000
ー

405,500
2,150,000

0
20,936
63,862
73,900

210,500

31,896
269,022

0
2,679

300,000
0

972,795

△ 30,000
△ 4,064
3,862

△ 526,100

0

△ 28,104
△ 380,978
△ 75,000
△ 31,321
300,000

△ 405,500
△ 1,177,205

玉串料
役員会　会議費
郵送料他　事務局（諸社）
神青協諸行事・近畿地区諸行事
神青協醵出金
近畿地区負担金
年賀広告費
ホームページ年間維持費
青垣発行　鎮守の杜購入 勉強会 講師料他
皇居勤労奉仕「青垣奉仕団」助成
慶弔費・振込手数料他
逆境基金へ繰出し

神 事 費
会 議 費
事 務 費
会 員 派 遣 費

負 担 金

宣 布 費
事 業 費
特 別 事 業 費
雑 費
繰 出 金
予 備 費
歳 出 合 計

82,500円
125,000円
3,000円



奈良県神道青年会　令和３年度「かたりべまほろば」活動基金決算書
収入の部

科　  目 決算額 決算額備　考 備　考
前年度繰越金
活 動 協 力 金
雑 収 入
合　   計

科　  目

合　   計

支出の部

（収入合計）641,377円－（支出合計）0円＝641,377円（次年度へ繰越）

（自令和3年4月1日　至令和4年3月31日）単位：円

奈良県神道青年会　令和４年度一般会計予算書
　（自令和4年4月1日　至令和5年3月31日）

科　  目

科　  目

単位：円歳入の部

歳出の部

奈良県神道青年会　令和３年度逆境にある人々応援基金決算書
収入の部

科　  目 決算額 決算額備　考 備　考
前年度繰越金
雑 収 入

令和2年度より
令和3年度一般会計より繰入
預金利息

合　   計

科　  目

合　   計

支出の部

（収入合計）827,146円－（支出合計）0円＝827,146円（次年度へ繰越）

（自令和3年4月1日　至令和4年3月31日）単位：円

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
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527,142
300,000

4
827,146 0

621,373
20,000

4
641,377

令和2年度より

預金利息
0

前年度予算額 今年度予算額 比較増減 備　　　考

前年度予算額 今年度予算額 比較増減 備　　　考
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300,000

580,000

166,000
16,877

1,087,123
2,150,000

315,000

610,000

166,000
16,661

1,176,339
2,284,000

15,000

30,000

0
△ 216
89,216
134,000

会員年会費 1名5,000円
賛助会員年会費1名5,000円
神社庁　　　　　　　　　　　　150,000円
春日大社　　　　　　　　　　　100,000円
大神神社　　　　　　　　　　　100,000円
橿原神宮　　　　　　　　　　　100,000円
神社庁各支部　　　　　　　　　130,000円
葛木坐火雷神社　　　　　　　  　10,000円
近畿地区助成金(禊鎮魂錬成研修会)   20,000円　
鎮守の杜頒布
祝金　預金利息等

30,000
25,000
60,000
600,000

210,500

60,000
-

650,000
75,000
34,000
405,500
2,150,000

40,000
55,000
70,000
600,000

210,500

250,000
300,000
500,000

0
34,000
224,500
2,284,000

10,000
30,000
10,000

0

0

190,000
-

△ 150,000
△ 75,000

0
△ 181,000
134,000

玉串料
役員会　会議費　湯茶他
郵送料他　事務局（諸社）
神青協諸行事・近畿地区諸行事・姉妹神青諸行事
神青協醵出金 
近畿地区負担金 
神青協年賀広告費 
ホームページ年間維持費・ホームページ修正費
青垣発行　鎮守の杜購入
勉強会　講師料　姉妹神青他
皇居勤労奉仕「青垣奉仕団」令和4年度中止
慶弔費　振込手数料他

年 会 費

助 成 金

事 業 収 入
雑 収 入
前 年 度 繰 越
歳 入 合 計

神 事 費
会 議 費
事 務 費
会 員 派 遣 費

負 担 金

宣 布 費
教 化 費
事 業 費
特 別 事 業 費
雑 費
予 備 費
歳 出 合 計

82,500円
125,000円
3,000円
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野 

球 

大 

会

　

去
る
令
和
四
年
七
月
十
二
日
に
石
上
神
宮
禊
場
を
始

め
、
長
生
殿
の
除
草
、
禊
場
周
辺
の
木
々
の
伐
採
等
、

鈴
鹿
副
会
長
以
下
九
名
で
清
掃
奉
仕
を
行
っ
た
。

　

毎
年
、
石
上
神
宮
で
神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議

会
の
事
業
で
あ
る
禊
・
鎮
魂
錬
成
研
修
会
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
令
和
二
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
研
修
会
が
中
止
さ
れ
て
い
た
。
本
年
は
約
三
年
振

り
の
開
催
と
な
り
、
清
掃
奉
仕
に
参
加
し
た
会
員
は
例

年
よ
り
も
力
が
入
っ
て
い
た
。

　

午
前
中
は
禊
場
班
と
禊
場
周
辺
の
木
々
伐
採
班
の
二

班
に
分
か
れ
て
清
掃
奉
仕
を
し
、
禊
場
班
は
高
圧
洗
浄

機
を
二
台
使
用
し
苔
に
よ
る
汚
れ
を
落
と
す
作
業
を
行

い
、
伐
採
班
は
川
に
落
ち
て
い
る
大
き
い
石
等
の
撤
去

作
業
と
倒
木
寸
前
の
木
の
伐
採
作
業
及
び
枝
打
ち
作
業

を
行
っ
た
。

午
後
か
ら
は

小
雨
に
見
舞

わ
れ
た
が
、

全
員
で
禊
場

に
斎
竹
を
立

て
注
連
縄
を

張
り
、
ま
た

長
生
殿
前
の

除
草
作
業
を

行
っ
た
。

　

全
て
の
作

業
を
終
え
た

後
の
禊
場
は
、

や
は
り
幻
想

的
な
美
し
い

　

去
る
令
和
四
年
五
月
二
十
七
日
、
京
都
府
鴻
ノ
巣
山
運
動
公
園
に
於
い

て
、
会
員
七
十
八
名
出
席
の
も
と
、
親
睦
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
前

日
か
ら
の
雨
で
天
候
が
心
配
さ
れ
る
中
で
は
あ
っ
た
が
当
日
朝
に
は
晴
れ

間
が
の
ぞ
き
、
当
番
府
県
で
あ
る
京
都
神
青
の
尽
力
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状

態
も
良
く
、
素
晴
ら
し
い
環
境
で
プ
レ
イ
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

A
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
兵
庫
神
青
が
初
戦
の
滋
賀
神
青
を
下
し
、
勢
い
を
そ

の
ま
ま
に
前
大
会
覇
者
の
京
都
神
青
に
も
勝
利
し
、
決
勝
へ
と
駒
を
進
め

た
。
一
方
B
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
奈
良
神
青
が
初
戦
の
和
歌
山
神
青
、
続
い
て

大
阪
神
青
を
危
な
げ
な
い
試
合
運
び
で
勝
利
し
、
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
奈
良
神
青
が
一
点
を
先
制
し
、
三
回
ま
で
一－

〇
と
接

戦
を
繰
り
広
げ
た
。
最
終
回
ま
で
相
手
に
失
点
を
許
さ
ず
、
攻
め
切
っ
た

奈
良
神
青
が
兵
庫
神
青
を
八－

〇
で
下
し
、
優
勝
を
決
め
た
。
試
合
後
に

行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
近
畿
地
区
西
田
会
長
よ
り
奈
良
神
青
に
優
勝
旗
が

手
渡
さ
れ
、
今
大
会
は
終
了
し
た
。

　

こ
の
親
睦
野
球
大
会
は
、
天
候
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
実
に
四
年

ぶ
り
の
開
催
で
あ
っ
た
。
懇
親
会
は
中
止
す
る
等
ま
だ
ま
だ
元
通
り
と
い

う
訳
に
は
い
か
な
い
が
、
選
手
達
に
は
待
ち
に
待
っ
た
大
会
で
あ
り
、
参

加
し
た
選
手
皆
の
非
常
に
活
き
活
き
と
し
た
表
情
が
印
象
に
残
る
良
い
大

会
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
鴨　

鈴
鹿
）

優　

勝　
　

奈
良
県
神
道
青
年
会

準
優
勝　
　

兵
庫
県
神
道
青
年
会

三　

位　
　

京
都
府
神
道
青
年
会

四　

位　
　

大
阪
府
神
道
青
年
会

五　

位　
　

滋
賀
県
神
道
青
年
会

六　

位　
　

和
歌
山
県
神
道
青
年
会

神
道
青
年
近
畿
地
区

連
絡
協
議
会

各単位会の順位は
以下の通り
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仕



緒
」
の
授
与
が
あ
り
、
受
講
生
を
代
表
し
て
兵
庫
神
青

千
種
会
長
が
拝
受
し
た
。

　

実
に
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
本
研
修
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
防
止
の
観
点
か
ら
従
来
の
日

程
の
一
泊
二
日
で
は
な
く
一
日
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

然
し
な
が
ら
、
国
宝
で
あ
る
石
上
神
宮
の
拝
殿
は
宮
中

の
神
嘉
殿
を
賜
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
拝
殿
に
て
長

く
秘
伝
と
さ
れ
て
き
た
鎮
魂
行
法
を
行
う
こ
と
の
出
来

る
体
験
は
何
物
に
も
代
え
が
た
く
大
変
貴
重
な
機
会
で

あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
鴨　

鈴
鹿
）

　

去
る
令
和
四
年
八
月
十
五
日
に
奈
良
県
護
国
神
社
に

て
、
英
霊
に
こ
た
え
る
会
奈
良
県
本
部
主
催
の
戦
没
者

追
悼
式
が
行
わ
れ
た
。
当
会
よ
り
久
保
田
会
長
を
は
じ

め
、
祭
員
・
伶
人
と
し
て
六
名
の
会
員
が
奉
仕
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
昨
年
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て
斎
行
さ
れ
て

い
た
が
、
本
年
よ
り
案
内
の
規
模
を
少
し
広
げ
国
会
議

員
や
県
会
議
員
の
方
々
を
始
め
、
県
内
外
よ
り
御
遺
族

の
方
々
が
参
列
さ
れ
た
。
例
年
行
わ
れ
て
い
た
大
正
琴

の
演
奏
に
合
わ
せ
て
の
『
同
期
の
桜
』
『
ふ
る
さ
と
』

の
合
唱
は
本
年
も
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
た
が
、
境

内
に
は
当
会
の
会
員
が
奏
で
る
雅
楽
の
旋
律
が
響
き
わ

た
り
、
各
々
が
式
中
、
心
静
か
に
御
霊
へ
の
祈
り
が
捧

げ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
経
験
を
通
じ
、
青
年
神
職
の
一
人
と
し
て
追

悼
式
へ
の
奉
仕
、
慰
霊
を
継
承
し
、
伝
え
る
こ
と
、
顕

彰
事
業
へ
の
参
加
し
て
ゆ
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

　

最
後
に
終
戦
か
ら
七
十
七
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

奈
良
県
出
身
戦
没
者
の
御
英
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た

い
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
神　

松
村
）

雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

こ
の
場
所
で
禊
が

出
来
る
の
だ
と
思

う
と
大
き
な
高
揚

感
が
溢
れ
て
来
た
。

こ
れ
か
ら
行
わ
れ

る
錬
成
研
修
会
が

よ
り
実
り
の
あ
る

機
会
に
な
る
よ
う

願
っ
て
い
る
。

（
石
上　

渡
邊
）

　

去
る
令
和
四
年
七
月
二
十
五
日
、
石
上
神
宮
に
於
い

て
、
禊
・
鎮
魂
錬
成
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
研
修

で
は
奈
良
県
神
社
庁
錬
成
行
事
助
彦
で
あ
る
石
上
神
宮

禰
宜 

道
上
昌
幸
様
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
近
畿

地
区
西
田
会
長
を
は
じ
め
十
九
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
早
朝
よ
り
拝
殿
に
て
正
式
参
拝
と
開
講
式
が
行

わ
れ
、
当
番
府
県
を
代
表
し
て
久
保
田
会
長
が
挨
拶
を

述
べ
、
研
修
が
始
ま
っ
た
。
午
前
中
は
長
生
殿
に
て
禊

祓
行
事
並
び
に
鎮
魂
行
事
の
歴
史
や
心
構
え
等
の
神
道

行
法
に
つ
い
て
の
ご
講
義
を
戴
い
た
後
、
禊
・
鎮
魂
行

法
の
型
指
導
を
実
施
し
て
戴
い
た
。

　

午
後
か
ら
は
実
際
に
禊
場
に
進
み
祓
戸
神
社
に
参
拝
、

禊
祓
行
事
を
行
っ
た
後
、
拝
殿
に
て
鎮
魂
行
事
を
行
っ

た
。

　

そ
の
後
、
正
式
参
拝
を
行
い
、
続
き
閉
講
式
で
は
ご

来
賓
と
し
て
奈
良
県
神
社
庁
参
事 

西
口
学
様
よ
り
ご
挨

拶
を
戴
き
、
西
田
会
長
が
代
表
し
て
修
了
証
を
受
け
取

り
謝
辞
を
述
べ
た
。
ま
た
、
道
上
先
生
よ
り
受
講
生
そ

れ
ぞ
れ
の
名
前
を
記
し
た
健
康
長
寿
の
御
守
「
玉
の

青 垣 令和５年３月２５日（７） 第59号
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仕
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青 垣令和５年３月２５日 （８）第59号

　

去
る
令
和
四
年
九
月
十
六
日
に
奈
良
県
護
国
神
社
の

清
掃
奉
仕
を
行
っ
た
。

　

本
年
十
月
に
は
同
社
が
御
鎮
座
八
十
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
秋
季
大
祭
に
併
せ
て
御
鎮
座
八
十
年
の
奉
祝

祭
が
斎
行
予
定
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
青
年
神
職
と
し
て

何
か
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
思
い
か
ら
、
令
和

三
年
に
実
施
し
た
境
内
の
清
掃
奉
仕
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
久
保
田
会
長
以
下
六
名
が

参
加
し
た
。

　

清
掃
は
二
の
鳥
居
周
辺
の
清
掃
、
芝
生
の
芝
刈
、
ま

た
除
草
剤
の
散
布
を
中
心
に
行
っ
た
。
日
差
し
の
強
い

中
で
あ
っ
た
が
、
各
々
が
熱
中
症
対
策
を
取
り
な
が
ら

機
械
等
を
使
用
し

作
業
に
あ
た
っ
た
。

　

片
付
け
を
済
ま

せ
た
後
に
拝
殿
前

に
て
清
掃
の
報
告

と
と
も
に
英
霊
の

御
霊
が
安
ら
か
で

あ
る
よ
う
皆
で
参

拝
し
解
散
し
た
。

　

神
道
青
年
会
に

関
わ
る
会
員
と
し

て
今
後
も
英
霊
顕

彰
事
業
を
大
切
に

し
、事
業
の
継
続
を

進
め
て
ゆ
き
た
い
。（
大
神　

藤
林
）

　

姉
妹
神
青
締
結
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
令
和
四
年

九
月
二
十
日
に
神
武
天
皇
ご
降
誕
の
地
、
宮
崎
県
に
於

い
て
姉
妹
神
青
交
流
事
業
が
宮
崎
県
神
道
青
年
会
、
奈

良
県
神
道
青
年
会
の
共
催
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
運
営
の

た
め
当
会
か
ら
は
四
名
が
現
地
へ
向
か
っ
た
。

　

初
日
は
、
K
I
T
E
N
ビ
ル
に
て
勉
強
会
が
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
形
式
で
行
わ
れ
た
。「
姉
妹
神
青
交
流
事
業
締
結

十
周
年
記
念
対
談
〜
十
年
の
足
跡
・
次
代
へ
の
道
標
〜
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
姉
妹
神
青
を
締
結
さ
れ
た
宮
崎
県
串

間
祥
亮
先
輩
・
奈
良
県
持
田
照
久
両
先
輩
を
講
師
に
お

迎
え
し
対
談
形
式
で
開
催
さ
れ
た
。
締
結
さ
れ
た
当
時

の
思
い
を
お
二
方
か
ら
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
次

世
代
の
事
業
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
趣
旨
で
あ
る
。
両

先
輩
は
当
時
思
い
描
い
た
事
は
す
べ
て
姉
妹
神
青
締
結

之
証
に
記
さ
れ
て
い
る
と
し
、
そ
こ
に
は
建
国
の
古
を

偲
び
、
国
を
愛
す
る
正
し
い
心
を
養
い
、
国
体
護
持
の

柱
石
と
な
る
べ
き
青
年
神
職
と
し
て
の
本
分
を
全
う
し

更
に
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
切
磋
琢
磨
し
互
い
に
翼

け
合
う
為
と
し
て
い
た
。
そ
の
為
多
く
の
同
志
に
出
会

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
そ

れ
も
難
し
く
、
Z
O
O
M
な
ど
の
新
し
い
ツ
ー
ル
で
の

繋
が
り
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

皆
の
意
見
で
最
も
多
く
見
受
け
ら
れ
た
の
は
、
神
武
天

皇
の
聖
蹟
地
を
姉
妹
神
青
で
巡
る
事
で
あ
っ
た
。
次
に

奈
良
県
で
交
流
会
を
行
う
際
は
、
神
武
天
皇
所
縁
の
地

を
巡
る
事
を
案
の
一
つ
と
し
て
考
慮
し
た
い
。
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二
日
目
は
宮
崎
神
青
佐
師
会
長
、
金
丸
事
務
局
長
に

ご
案
内
い
た
だ
き
、
県
内
の
神
社
を
巡
拝
し
た
。
ま
ず

初
め
に
日
高
副
会
長
が
奉
仕
す
る
榎
原
神
社
に
参
拝
し

た
。
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
榎
原
神
社
横
に
鎮
守
す

る
桜
井
神
社
で
あ
る
。
同
神
社
の
横
木
に
は
伊
勢
海
老

の
装
飾
が
施
さ
れ

て
お
り
、
宮
崎
県

の
海
沿
い
は
伊
勢

海
老
が
主
要
な
産

物
で
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
お
供
え
物
と

し
て
も
最
上
で
あ

っ
た
こ
と
が
伺
え

た
。次
に
伺
っ
た

の
は
佐
師
会
長
が

奉
務
す
る
鵜
戸
神

宮
で
あ
っ
た
。
奈

良
に
は
な
い
海
に

面
し
て
お
り
、
波

に
削
ら
れ
た
洞
窟

内
に
あ
る
お
社
で

荘
厳
な
雰
囲
気
の

中
参
拝
し
た
。
最
後
は
青
島
の
中
心
に
鎮
座
す
る
青
島

神
社
に
参
拝
し
た
。
当
神
社
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
や
ヤ
シ

な
ど
南
国
の
木
々
と
体
感
型
の
御
神
籤
に
注
力
さ
れ
て

い
た
。

　

こ
の
度
の
経
験
は
姉
妹
神
青
交
流
事
業
の
大
き
な
糧

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
両
県

の
繋
が
り
を
よ
り
密
に
す
る
た
め
交
流
を
続
け
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
度
、
宮
崎
県
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
台
風
十
四
号
の
被
害
復
旧
の
最
中
、
言
葉
で
は
言
い

尽
く
せ
な
い
程
の
お
も
て
な
し
を
し
て
頂
き
、
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

（
等
彌　

尾
田
）

　

去
る
令
和
四
年
十
月
三
十
一
日
、
唐
招
提
寺
に
て
南

都
聖
和
会
と
の
合
同
研
修
会
に
参
加
し
た
。
元
は
江
戸

時
代
に
建
て
ら

れ
、
興
福
寺
の

別
当
坊
で
、
明

治
以
降
は
県
庁

や
裁
判
所
の
庁

舎
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
建
物

を
移
築
復
元
さ

れ
た
御
影
堂
内

の
貴
重
な
文
化

財
を
厳
か
に
拝

観
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　

国
宝
、
鑑
真

和
上
座
像
や
東

山
魅
夷
画
伯
奉

納
御
影
堂
障
壁
画
を
初
め
て
観
る
ド
キ
ド
キ
感
は
小
学

生
の
頃
、
歴
史
の
時
間
に
習
っ
た
「
あ
の
人
」
で
あ
る

と
い
う
記
憶
が
蘇
っ
た
。

　

私
は
橿
原
神
宮
に
御
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ご
縁

で
、
奈
良
県
神
道
青
年
会
の
「
か
た
り
べ
ま
ほ
ろ
ば
」

で
は
団
員
と
し
て
活
動
し
て
い
く
中
、
神
話
の
世
界
に

興
味
を
持
っ
た
。

　

今
は
「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
等
で
多
く
の
方
が
映
え
る

を
求
め
て
拝
観
さ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
と
世
界
が
一
日
も
早
く
平
和

に
な
り
ま
す
様
願
い
、
可
能
な
限
り
神
社
仏
閣
に
足
を

運
び
た
い
と
思
え
る
充
実
し
た
日
で
あ
っ
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
橿
原　

西
前
）
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去
る
令
和
五
年
一
月
二
十
三
日
に
橿
原
神
宮
貴
賓
館

に
て
会
員
十
六
名
出
席
の
も
と
令
和
四
年
度
臨
時
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
議
長
に
野
々
村
理
事
が
選
出
さ
れ
、
次
期

会
長
並
び
に
次
期
監
事
二
名
の
選
出
が
行
わ
れ
た
。
次

期
会
長
に
は
鈴
鹿
迪
胤
君
、
次
期
監
事
に
は
西
田
周
司

君
・
林
正
裕
君
が
選
出
さ
れ
、
承
認
を
受
け
た
。

　

新
規
役
員
も
多
数
出
席
し
、
次
年
度
へ
向
け
て
一
同

心
を
新
た
に
す
る
臨
時
総
会
を
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

会
発
足
初
の
大
寒
禊
を
石
上
神
宮
に
て
開
催
し
た
。

　

午
後
二
時
、
参
加
者
は
拝
殿
に
て
正
式
参
拝
。
道
彦

を
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
奈
良
県
神
社
庁
助
彦
・
石
上

神
宮
禰
宜
の
道
上
昌
幸
先
輩
に
も
ご
参
列
頂
い
た
。

　

そ
の
後
、
禊
の
装
束
に
な
り
大
寒
の
寒
々
し
い
空
気

を
体
中
に
感
じ
な
が
ら
禊
場
へ
走
り
、
道
上
先
輩
の
道

彦
の
も
と
前
段
の
所
作
を
行
い
、
水
に
入
る
。

　

痛
み
と
も
言
う
べ
き
水
の
冷
た
さ
に
耐
え
、
大
祓
詞

を
一
巻
奏
上
。
水
か
ら
上
が
る
と
冷
え
た
身
体
に
は
水

の
痕
が
く
っ
き
り
と
赤
く
残
る
も
、
皆
精
一
杯
後
段
の

所
作
を
行
い
、
無
事
に
禊
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
ま
で
や
っ
て
き
た
事
も
環
境
を
過
酷
に
す
る
事
で

ま
た
違
っ
た
見
え
方
が
し
た
よ
う
で
、
参
加
者
全
員
、

初
体
験
の
寒
中
の
禊
は
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
る
事
が
あ
り
、

貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
と
皆
口
を
揃
え
た
。

　

行
を
し
た
か
ら
我
々
の
何
か
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
行
を
き
っ
か
け
に
我
々
は
変
わ
っ
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
大
寒
禊
で
あ
っ
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
上　

大
塚
）

　

令
和
四
年
十
二
月
五
日
に
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
神

道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会 

臨
時
総
会
並
第
二
回
連

絡
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

六
十
三
名
の
出
席
の
下
、
研
修
会
で
は
、
枚
岡
神
社

宮
司
中
東
弘
様
よ
り
「
笑
え
ば
心
の
岩
戸
が
開
か
れ
る

ー
天
の
岩
戸
開
き
と
祭
祀
ー
」
と
題
し
ご
講
演
戴
い
た
。

　

一
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
と
て
も
意

義
の
あ
る
時
間
と
な
っ
た
。

　

研
修
会
の
後
、
臨
時
総
会
並
第
二
回
連
絡
会
が
行
わ

れ
、
開
会
の
辞
、
神
宮
遙
拝
、
国
歌
斉
唱
、
敬
神
生
活

の
綱
領
の
唱
和
が
行
わ
れ
た
。

　

議
事
で
は
次
期
会
長
・
監
事
の
選
出
が
な
さ
れ
承
認

さ
れ
た
。
続
い
て
中
央
報
告
、
神
青
協
特
別
委
員
会
報

告
、
近
畿
地
区
事
業
委
員
会
報
告
、
各
単
位
会
に
よ
る

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

総
会
は
粛
々
と
進
行
さ
れ
、
神
道
青
年
の
歌
斉
唱
、

美
は
し
き
山
河
斉
唱
の
後
、
聖
寿
の
万
歳
を
行
い
滞
り

な
く
納
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
を

取
り
五
十
九
名
の
出
席
の
下
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
橿
原　

阿
部
）

　

当
会
で
は
近
畿
地
区
の
恒
例
事
業
と
し
て
、
毎
夏
、

禊
鎮
魂
の
錬
成
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
経
験
を
基
に
あ

え
て
厳
し
い
環
境
下
に
身
を
置
き
、
神
職
と
し
て
の
自

己
研
鑽
と
行
学
一
致
の
境
地
を
目
指
さ
ん
と
し
て
、
此

度
、
令
和
五
年
一
月
二
十
日
大
寒
の
日
に
合
わ
せ
て
当
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先
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
次
期

会
長
に
選
出
い
た
だ
き
ま
し
た
高

鴨
神
社
禰
宜
鈴
鹿
迪
胤
で
す
。

　

来
期
二
年
目
の
令
和
六
年
は
当

会
が
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
る
節

目
の
年
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
重
要
な
期
に
会
長
と
い

う
大
役
を
預
か
る
こ
と
に
な
り
、
大
変
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　

私
自
身
は
兼
業
神
職
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
神
青

活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
三

十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
し
た
。
現
在
の
会
員
の
中
で
も

活
動
し
て
き
た
期
間
が
決
し
て
長
い
訳
で
は
無
く
、
神

職
と
し
て
、
奈
良
神
青
会
員
と
し
て
も
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
点
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
精
一
杯
努
め
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
世
の
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

ま
ん
延
し
て
か
ら
凡
そ
三
年
に
な
り
ま
す
。
本
年
度
は

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
恒
例
の
事
業
を
い
く
つ
か

再
開
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
ま
で
通
り
実
施
で

き
な
い
事
業
も
あ
っ
た
も
の
の
、
今
ま
で
に
は
な
い
事

業
実
施
の
仕
方
や
そ
れ
に
向
け
て
の
会
議
の
仕
方
を
考

え
、
新
し
い
事
を
学
べ
た
期
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

社
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す
る
規
制

が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
前
と
は
違
う
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
の
時
代
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。
久
保
田
会
長
よ
り

引
き
継
ぐ
事
と
な
り
ま
す
先
輩
諸
賢
が
紡
い
で
こ
ら
れ

た
伝
統
を
コ
ロ
ナ
禍
で
得
た
経
験
も
活
か
し
な
が
ら
、

次
の
世
代
へ
と
し
っ
か
り
と
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
活
動
を

進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

何
卒
、
皆
様
方
に
は
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
の
臨
時
総
会
に
於
い
て
令

和
五
年
度
六
年
度
の
監
事
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
橿
原
神
宮
の
西

田
周
司
と
申
し
ま
す
。

　

今
期
は
神
道
青
年
近
畿
地
区

連
絡
協
議
会
会
長
と
し
て
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会

に
出
向
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
奉
務
神
社
を
始
め
、

O
B
の
先
輩
方
、
会
員
同
志
の
多
大
な
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
間
も
な
く
重
い
任
務
を
終
え
ら
れ
る
事

に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

浅
学
非
才
の
身
で
力
及
ば
な
い
事
が
多
々
あ
ろ
う

か
と
は
存
じ
ま
す
が
、
全
国
や
地
区
で
得
た
知
識
や

経
験
を
少
し
で
も
多
く
奈
良
県
神
道
青
年
会
に
還
元

で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
与
え
て
頂
い
た
役
職
に
恥
じ

る
事
の
な
き
よ
う
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
暗
い
水
の
流
れ
に
打
た
れ
な
が
ら　

魚
た
ち
の
ぼ

っ
て
ゆ
く　

光
っ
て
る
の
は
傷
つ
い
て
は
が
れ
か
け

た
鱗
が
揺
れ
る
か
ら　

い
っ
そ
水
の
流
れ
に
身
を
任

せ　

流
れ
落
ち
て
し
ま
え
ば
楽
な
の
に
ね　

や
せ
こ

け
て　

そ
ん
な
に
や
せ
こ
け
て
魚
た
ち
は
の
ぼ
っ
て

ゆ
く
」

中
島
み
ゆ
き
さ
ん
の
代
表
曲
「
フ
ァ
イ
ト
」
の
一
節

で
す
。
青
年
会
の
活
動
は
面
倒
く
さ
い
と
か
、
一
生

懸
命
す
る
事
が
か
っ
こ
悪
い
と
思
っ
て
い
る
会
員
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
何
事
も
諦
め
ず
、

身
を
削
り
一
所
懸
命
に
頑
張
る
か
ら
光
っ
て
み
え
る

と
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
「
青

年
」
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
す
。
共
に
有
意
義
な

二
年
間
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

先
の
臨
時
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
令
和
五
年
度
・
六
年
度
の

監
事
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
荒

神
社
禰
宜
林
正
裕
と
申
し
ま

す
。

　

先
人
の
熱
き
志
の
元
、
昭
和

三
十
九
年
八
月
十
六
日
に
誕
生
し
た
奈
良
県
神
道
青

年
会
は
、
令
和
六
年
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と

相
成
り
ま
し
た
。

　

こ
の
節
目
の
年
を
麗
し
く
迎
え
る
た
め
に
も
鈴
鹿

新
会
長
の
下
、
一
丸
と
な
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し

て
し
ま
っ
て
い
る
活
動
を
進
行
、
充
実
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
私
も
今
年
入
会
十
一
年
目
三
十
九
歳
を
迎

え
、
現
在
と
入
会
当
初
の
メ
ン
バ
ー
の
顔
触
れ
を
見

比
べ
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
入
れ
替
わ
っ
て
お

り
、
活
動
期
間
が
有
限
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
奈

良
県
神
道
青
年
会
で
の
自
分
に
残
さ
れ
た
時
間
が
わ

ず
か
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
自
粛
、
会
員
数
の
減
少
等
、

厳
し
い
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
次
の
世
代
に

し
っ
か
り
と
バ
ト
ン
を
繋
げ
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
邁

進
し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
尚
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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次
期
会
長
挨
拶

高
鴨
神
社  

禰
宜
　
鈴
鹿 

迪
胤

次
期
監
事
挨
拶

橿 

原 

神 

宮
　
権
禰
宜
　
西
田
　
周
司

次
期
監
事
挨
拶

荒
神
社
　
禰
　
宜
　
林
　
正
裕



青 垣令和５年３月２５日 （12）第59号

　先ずはご寄稿、ご協力いただきました皆様に心より御礼申し上

げます。

長らく続いた新型コロナウィルスに因る自粛、活動の制限が徐々

に緩和されつつあり、青年会員各々が蓄えていた力を発揮する機

会を今かと心待ちにしております。

　生活様式が一変し、青年会としても本来行うべき活動の数々を

自粛して参りましたが、この苦境を経験した我々にこそ出来得るこ

とが必ずあると信じ、心新たに邁進していきたいと考えております。

　今後共御指導御鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。

（広報部）

新入会員紹介令和五年度

①
平
成
十
二
年
一
月
七
日

②
自
業
自
得

③
ラ
ジ
オ
聴
取

④
読
書

⑤
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
何
卒
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小山　陸斗

春日大社

①
平
成
五
年
一
月
十
八
日

②
一
陽
来
復

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
・
映
画
鑑
賞

④
ド
ラ
イ
ブ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

⑤
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

阿部　裕也

橿原神宮

①
平
成
十
一
年
七
月
五
日

②
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら

③
恐
竜

④
映
画
鑑
賞

⑤
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
よ
り
良
い
自
分

　
に
な
る
為
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

中井　達也

大神神社

なか  い　    たつ やあ　べ　     ゆう や こ  やま　   りく  と

①
平
成
十
一
年
五
月
十
五
日

②
四
月
の
雨
が
五
月
の
花
を
咲
か
せ
る

③
ド
ラ
イ
ブ

④
買
い
物
に
行
く

⑤
日
々
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
ご
奉
仕
し
て

　
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

関本　奈興

大神神社

せきもと　　  な おき

編 集 後 記

①生年月日　②座右の銘　③趣味　④休日の過ごし方　⑤ひとこと


